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仮製本仁己止与世天 ( 1 )

後 藤 光 男

(以 )

私が「仮製本の仕方」を紹介したのは本誌32号( 昭和・'「t年10月1 日付 ) の3 頁で、すでに10年がた
ったo 文中では当時動務先に出入していた印刷屋に三方向を裁断してもらった以外は、すべて私の手

作業 であると述べたo その手作業は帰宅後か出動前に裁断をして表紙をかぶせて背文字を入れれば仕

上る寸前までなので、動務先に持参して印刷屋に手渡し裁断をしてもらって持帰るというパターンで

は、早く て3 日、休日でもはさまれば l 週間ぐらいかかることもあって、断続的な作業に成らざるを

得なかったo
新しい勤務先に世話になって l 年が過ぎた昨今では、やや自由な時間をもつようになったo 1 0年 も

たてぱ学会・ 同好会の機関紙も巻号がすすんで、 総目録も発行される年月なので、仮製本をしなけれ

ぱと考えていたo その後の本誌に;ll;・いて、今の動務先にある事務機器等を引用して駄文を披 してき

たが、 今回からは一貫作業の仮製本についてであるから、いろいろと智恵を絞って工夫してみたo ま

た、仮製本をする過程で古い会報等でいろいろとその変化を知つたo今後「ラベル印刷のあれこれ」
と並行して、本表題のもとに駄文を草してみたいo表題の「仮製本」以降はひらがなの「にことよせ
て」の原字綴であるo

(呂 )

事務室にある裁断機は製造 メーカーの銘板のない手動式であるo巾・ 奥行はともに365 Mで厚さは
45Mまでの裁断が可能なので、 A3 かB 3 までのものが裁断できるo
朝、仮製本の予定冊数を携えて家を出るo 出室後、 その日の作業 日程を班長と打合せて私の業務日

程を計画すれぱ、業務時間以外は自由時間となるo不意の出来事で一日を費してしまうこともあるが、
電話で応答し指示すれぱ済むことも多いので、充分な自由時間が仮製本に向けられるo仮製本の仕方
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については前に述べているので重復をさけて要点のみに止めるo l ) 落丁の点検 2 ) 製本の組?1「

3 ) ホッチキス針の除却 4 ) 背・底描え 5) クリップ止め 6 ) 穴あけ 7) 糸通し 8 ) 締つ

け 9 ),裁断 10) 背貼り  l l ) 表紙かぶせ 12 ) 背文字・ 表紙文字の貼りっけ 13 ) 糊の乾操の13
工程を経て退室時には持参した10数冊が2 ~ 3 冊に( 時には数10冊が数冊に ) なって、10日もすれば
室内は仮製本の山となったo能率よく作業を進めたので前回よりは非常なスピードアップとなったo

(波 )

前項で述べた作業工程のうち4 点を改善したので記してみたいo
6 ) 穴あけ一一前回は穴の間隔とタコ糸のかけかた ( 図示.) にしか触れなかったので、少しく 詳し

く 図示して:1,,・いたo私は i側にタコ糸の結び目がく るよう、 タコ糸の穴通 しは最初C - G→F→B→
A-,・Eと通して軽< 締めあげるoつぎにEのタコ糸をF - B→C→Gと通して、他方の端をD - Hと
通すo最後にGから出ているタコ糸とHからのタコ糸を各点ゆるみなくきつ< 締めあげてGに結び目
をっ、くるo E ・ B ・ G・ Hの穴先の突出と結び目は木槌でIll]いて、平たく ならしているo背部に糸を
わたさなく ても、 これで充分であるo
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上図の三角印は穴の方向を示している・
つけて結びとめる

9) 裁断…一世話になった印刷屋が近所へ来たからと、 わざわざ寄つてく れたo 裁断機の話をした

ら「注意して下さいよ、手動式ではよ< 指を落しますからね一」と落ちにもならない注意をしてく れ

たが、上手にこなしているo裁断の順序は:管の反対側→天一地の3 裁断で、圧押の跡をっけないよう

一番上に厚紙を置いているo
10) 背貼り……前回では木綿布片を糊づけすると述べたが、今回からはゼロックスの機種を入替た

時不用になった合aの無検布であるウェブを使っているo非常に薄< てタテに検維が並んだ布状のも
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ので、 a維に沿って必要な背巾を切って税づけするo a維を通して表紙にも糊がゆきわたるので使利
であるo

12 ) 管文字・ 表紙文字の貼りっけ一一…前回では号数大の活字で誌名を表示していると述べているo
当時もっとも苦労をしたのはこの点であって、 4.5 ポイントの活字でのラベル印刷ではかなり熱達し

ていたが、私の仮製本の表紙には地模様に凹凸のある2l5KG. 厚手用紙( 後述 ) を使っているから、

インクが均等に紙面につかないo 最初は一枚ものの中央に手押器で印刷していたが、 あま リ失敗も多

くて無駄と考え、小片に印刷して背に貼るよつにしたo今回は機関誌の表紙をそのままゼロックスで
複写して、必要な部分を切り取って貼りつけているo背文字も表紙の字体を生かすため、切り離して
タテ位置に貼りつけているo

(仁 )
表紙にしている215 KG. の厚手用紙とは66 レサックと問屋がよんでいるもので、 これを買い求める

のにも苦労したo最初は厚手用紙といえば美操表紙か厚手模造紙 ぐらいしか知識がなかったから、現

物を見てから決めるために20数軒の紙問屋を尋ねたo 紙問屋では扱う紙が専門化されているようで、

どんな種類の紙でも置いている問屋は見当らなかったo  「紙製標本箱の作り方」 ( 本誌27号 昭和44

年4 月 ) で述べた純自色艶紙 も同じことで、 これも松屋町筋をシラミつぶしに当ってやっと見つけたo
事務所と倉庫が別であったり、 素人への少量売りはしていないとかで断わられることが多く 、 やっと

これも松屋町筋の問屋街の南端近くにある大阪紙業株式会社で見つけたo そこの事務所では2 台の裁

断機が置いてあって、裁断した紙束はっぎっぎと相包されていたo 来意をつげると 「基の倉庫に連絡

してま, くから、欲しいのを見つけなさい」 と大変親切に応待されたo倉庫は鉄筋の5 階建の立派なも

ので、担当の人はすでに連絡を受けていたo用途と欲しい紙の色と厚さを云ったら、すぐ3 階に連れ

て行つてく れたo その人は紙によっての使用傾向をいろいろ説明してくれて、 これがよいのではない

でしょうかと勧めてくれたのが「レサック215KGJであったo色の種類も豊富で押圧した地模様が気
に入ったので、数種類を各3 枚ずつ買い求めたo 今回の仮製本で同一色を使い切ってしまったので、

ごく最近寄ってみたo よく 覚えていてくれて、必要な色のレサックはあったが、そのほか買って置い

てもよいと思う色はなかったo 聞いて見ると、色物で特に模様入りはファッション性が強< て多量生

産はしないので、 廃番になる率も高いと教えてく れたo値段は1 枚約35%高< なっていたo

(保 )
レサック 215KG. は1092 x 792 nlの広さが1 枚で、  3 cmの厚さのある仮製本の表紙ではA 5 で10

冊 ( 切り残りを使えば更に2 冊 ) 、 B 5 では 8 ~ 9 冊がとれるo色は赤・ 緑・ 紺・ 金茶・ 果茶・ ネ

ズミ ・ 自等があるので機関誌の分類を色分けしても面白いのでないかと思ったo レサックはあまり
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表紙と表題の複写紙の組合せ

レ ザッ.・ ク 色 上 質 紙

赤 ピ ン ク

緑 . 	 ウ グ イ ス

細' ブ ル ー

金 茶

果 . 茶

オ レ ン ジ

操 ク リ ーム
ク リ ー ム

ネ ズ ミ 浅 黄

白

私は使用してい
ないが、 好みで
何色でも合うの
でないだろうか

厚いのでゼロックスには使用できないが、 色表紙に白色の複写紙

ではあま り がなさすぎるので、 色上質紙に複写してツートンカ

ラーで強調することを思いついたo 動務先では居住者に情報 を流

したり、 依頼文書の配布は色上質紙を使ってオフセット印刷をし

ているo 幸いピンク ・ ウグイス・ ブルー・ オレンジ・ クリーム ・

クリーム・ 浅黄の7色の上質紙があるので、機関誌の表紙をその

ままB 5 ・ B 4 に複写して必要な字体を切りとって表紙に貼りつ

けるo背文字も可能な限りまず自紙に複写してタテに貼り替え、
さらに色上質紙に複写し、巻・ 号や発行年代は必要によってタイ

プライターで印字して、 より体裁を高めたo ツートンカラーとぃ

つても、 服飾ファッションのように反対色にする訳にもいかない

ので、 必然的に相似色に落着いたが2 色紙の組合せは、 私は左表

ぐらいが無難と思っているo

(部 )

一気に45冊を仮製本した会報に名和昆虫研究所から出されていた 「昆虫世界」があるo 明治30年9

月の創刊で昭和21 年まで続いた月刊誌 ( 戦後は不定期刊をはさんで融月刊) であるo私の手許には第
5 巻 (41号 ) から第50巻574 号まであって一部欠号があるので、穂積俊文氏に欠号の入手の可否を問

合せているo創刊から一買して更半紙えの印刷なので、古い時代のものでは紙の生命力が全く なく な

って、製本の針通しでは紙の敬維が裂けて小片となったり、締上げではタコ糸が容易に紙に食込んで、

一寸苦労をしたけれども書棚に並べることができたo
「昆虫世界」の製本過程で、 発行が続けられた約50年間に会報の体裁と表紙についてつぎのような

変遷があることを知つたo

体裁:  第47巻545 号までは右開き ( 本文タテ組 ) 、以降の各号は左開き ( 本文ヨコ組 )
表紙字体: 第49巻570号まで明朝体、第571 号以降はゴシック体

字体配列 : A. 第31巻第364号まで 界世虫昆 号四拾六百参第 巻壱拾参第

月 拾年 和昭 ( 右書き )

B . 第47巻第5 号まで タテ組で昆虫世界 昭和拾七年拾弐月 ./;a 544

C・. 第49巻第570号まで 昆虫世界 第49巻第 570号 3 1945 三月号

D. 第49巻第 571 号だけ 誌名はゴシック 第 巻第571 号 l2  l945 十二月号

E. 第50巻第 572 号から 誌名は571 号を縮小最下段に昭和21年2 月l5 日発行

字体配列は以上の 5 種に区分できるが、 第47巻544 号はタテ組右開き、第 545 号はョコ細左開きな

- 4 -



ので、 仮製本ではこの2 冊だけが表紙どう しの組合せになったo

その他: 製本に必要な針金も第38巻第8 号( 348号 ) までは中央1 ケ所とじで極細の銅線、 その

後は2 ケ所になるが飲線であり、再び l ケ所の鉄線とじになっている号も見られたo
新年早々 に穂積俊文氏から問合せに対しての返事をいただいたo 名和さんのお宅へわざわざ電話を

していただいたそうで大変有難く思っているo  「昆虫世界」はかなり古い年代のものまで残っている

ようであり、最終号は574号らしいoただ、名和さんのお・宅が改集中のため、雑誌類は全く未整理で
あって何号が残っているか調査できない状態であって、 数ヶ月待って欲しいとの文面であったo私の

欲しい号数も残っている可能性が大きく、いずれ折を見て名和さんに;ll願いしてみようと思っているo

(止 )

昆虫関係の月刊誌「昆虫と自然」  「月刊むし」 「インセクタリゥム」の3 誌に専用の合本ファイル

があるo背部の金具に専用ピンで会誌を固定するもので、 穴をあけずにとじ込んで保存するので本が

痛まないのと、複写をしたい場合に必要な冊数を外して綴金をとれば両面複写が原本どぉ・ りできる利

点があるo しかし反面、年12冊発行の予定頁数から割出された厚味なので、保管にやや場所をとりす
ぎる いがあるのと、臨時増刊号の発行によって冊数が增えた時にはかなり 無理をしないと収容でき

ないことがあるoまた、とじピンが12冊分しかついていないので困っていられる方もあるのでないだ
ろうかo私は女性のベアピンで代用しているo以上3 誌の専用ピンを図示してお・いたが、  「インセク

タリゥム」の専用ピンは図示のよう

に本にはさみこむ側が丸< 内側に丸

めこまれているので、 つまむだけで

こと足り非常に親切であるo  「月刊

むし」の合本用ファイル10冊組 ( 第

1 次 ) に付された背表紙貼付用番号

ラベルは昭和54年11 月15 日発行の通

巻105 号l l 月臨時増刊号によって順

位がく るって ( この年13冊発行 )

1979 年以降の号数・ 年号表示ラベル

は無用 となったoまた 「昆虫と自然」

の第16巻 ( 198! )は l ・ 4 ・ 7 ・

10の增大号に 5 ・12 の増刊号が加わ

り計l4冊となって綴込みに苦労され

た方も多いだろうo

へ ア ピ ン

月 刊 む し

-          -        .E 昆虫 と 自然

- aこ一 二
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新 入 会

住 所 変 更

退 会

「昆虫学評論 」パックナンバー価格の変更について

郵送科が値上りしましたので、当会のバックナンバーの価格を 部変更いたしますoな:ll'、各巻の
1 号または2 号の分冊売りはいたしませんo

第 l 巻第1 号、第2号かよび第4巻第2 号 全部で 3 0 0円 ( 据 置 )

第 6 ~ 1 0巻 各巻はそれぞれ1, 0 0 0円 ″ 5, 0 0 0円 ( 据 置 )
第1 1 ~ 1 5巻 ″ 1, 5 0 0円 ″ 5 0 0円

第1 6 ~ 2 0巻 〟 1, 5 0 0円 〟 7; 5 0 0円
第2 1 ~ 2 5巻 ″ 2, 0 0 0円 〟 1 0,0 00円
第2 6 ~ 3 0巻 〟 2, 5 0 0円 ″ 1 2,5 0 0円

( ただし、第30巻のみ購入の場合は3,00 0円 )
第31 ~ 3 5巻 ″ 3, 0 0 0円 " l 5, 0 0 0円

総 目 録 :   第1 ~10巻、第l l~ l5巻、  第16~:20巻、  第21~25巻、第26~30巻、第31~35巻を
それぞれまとめて購入される場合は、それに該当する総目録は無料で差しあげますo ただし、日録

のみ希望の場合はそれぞれ200円、全都で1 ,200円ですo
送料はすべて無料 ( 学会で負担 ) ですo

「ねじれぱね」も創刊号から( 一部コピー ) 揃いますoともにご照会下さいo
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57. 2. 4

「昆虫学評論 」の原稿を募集します

「昆虫学評論」の原稿を募集しますo最近、特定の人の論文が多すぎるとの批判を耳に
しますが、一定の期日 ( 次回は6 月 ) に一定頁数の会報を発行せねぱならぬ関係上、会

報の頁数が足りぬ場合は、すでにご投稿いただいている手持ちの論文を登載することに

なりますoどうか、内容を批判するよりも、会員各位がどしどし論文をご投稿下さるよ
うお願いいたしますo

次号( 第37巻第 l 号 ) の原稿締切りは3 月15日といたしますo  「昆虫学評論」裏表紙

の裏面の投稿規定をご熟読のうえ、ご投稿を、待ちいたします o和文原稿・  短報もご遠
慮なく お・寄せ下さいo

第3 7巻の会費は4 , 0 0 0です

昆虫学評論第37巻第1 号は 6 月頃

発行の予定ですo同封の郵便振替用

紙によって早い目にご納入下さるよ

うまl願いしますo

あ

価値ある標本をより高く

シ ーズンオフを迎えての標本の整理には、 当

学会によって永年の経験を生かして作られた、

使い易いラベルのご利用を、すすめします

見本は本誌44号の12頁に掲載していますo
紙質は90~1 10Kの上質 白紙ですo
ラベル印刷用4. 5 ポ活字セットも新たに2 組

揃えましたo

用具等のご照会は後藤まで、

と

おfロi合せ下さいo

が き

新年あけま してお'めでとぅござぃますo 年頭にあたっていろいろと本年の計画を樹てられたことと

思いますo当会も永年の努力が実をむすび、やっと会報の発行が正常化しましたo あとはレール上を

走り続けるだけですo一昨年に比べて昨年は各学会の機関誌発行がやや:;l。 くれを見せているように思

いますo昨冬のように異常寒波に見舞われずに自然の摂理によって四季をむかえたいものですo
6 月の46号につづいて年内にもう1 冊をと希っていますo本誌も今年あたりから方向転換をも考え

ていますので、 なにかよいご意見でもありますれぱ、 ご教示下さいo

本年も何卒よろしくご支援のほどをお願いしますo

( 国民登録背番号51030 )
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